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中国との初対面
―犬養毅の第一回、第二回中国遊歴について
沈　　薇　　薇
First Contact with China:  
Inukai Tsuyoshi’s First and Second Tour to China
SHEN Weiwei
 Inukai Tsuyoshi (1855-1932) was a politician famous for his strong promotion of 
constitutionalism in modern Japan. He was also well known as a major supporter of Sun 
Yat-sen (1866-1925), the leader of the Chinese Nationalist Party, during Sun’s exile in 
Japan. 
 Inukai went to China in 1911-1912 to help Sun Yat-sen during the 1911 Revolution, 
and visited again in 1929 to attend the inauguration of the Sun Yat-sen Mausoleum. 
These two trips are often mentioned in studies on Inukai in discussions of his 
relationship with the Revolutionists. Despite the focus on these two trips, there is no 
academic discussion of two earlier trips, the fi rst in 1903, and the second from 1907-
1908. 
 This paper collected original historical records to reconstruct these two trips 
before the revolution. It focuses on Inukai’s reasons for the trips and the relationship he 
forged with Chinese offi cials during these tours. I shall discuss how these two trips 
changed Inukai’s views on China and infl uenced his move for the approval of a 
constitutional movement during the late Qing period. 
 キーワード：犬養毅、孫文、清末立憲運動、柏原文太郎、大石正巳
一、はじめに
　犬養毅（1855-1932）は「憲政の神様」と呼ばれるほど20世紀前半の日本の憲政運動に積極的に活躍し
た政治家である。そして犬養が辛亥革命前後、日本に亡命した康有為（1858-1927）・梁啓超（1873-1929）
ら維新党、と孫文（1866-1925）ら中国革命党に長期的に援助を提供したこともよく知られている。1929
年 6 月、犬養は当時の国民政府主席である蔣介石（1887-1975）の招待を受け、中国南京で行われた孫文
の移霊式に参加、彼にとって、孫文との友情と中国とのつながりは最後まで続いていた。犬養は20世紀
前半の中国国民政府にもっとも影響力があった日本人政治家だったといっても過言ではない。そのうえ、
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犬養毅についての様々な先行研究では、犬養と中国の関係に大いに注目を集めている。例えば、時任英
人の『明治期の犬養毅』1）、小林惟司の『犬養毅 : 党派に殉ぜず、国家に殉ず』2）のような著書では、犬養
毅の中国政策を彼の外交活動の一章に纏め、犬養の対中認識をアジア政策と結びつけ、紹介した。野村
浩一の「犬養毅と辛亥革命」3）、徐勇の「辛亥革命時期の犬養毅と孫中山」4）などの論文では、犬養毅と孫
文ら中国革命党の関係を大きく取り上げ、犬養の中国革命についての認識と判断を評価した。その中、
黄自進の論文「犬養毅と中国」5）は犬養の中国関係の資料を綱羅し、各時期に犬養の対中政策を全面的に
分析した論文である。黄の論文は犬養と革命党の関係に留まらず、清末の立憲派との関係にも触れ、政
治史の視点から犬養の対中政策における中国革命への態度の変化を分析、批評したのである。
　通常の認識では、犬養が最初に日中関係に関わったのは彼の回想記に述べたように、板隈内閣が成立
した頃（1898年）、外務省の機密費を使って中国に情報収集の人材を派遣しようと献策したときからであ
る。その策は大隈重信に支持され、宫崎滔天（1871-1922）が調査員として外務省の秘密経費をもって中
国大陸に派遣された。そして宮崎が香港で康有為と出会い、知り合いの孫文を日本に招致したこともこ
れまでの研究でよく書かれたエピソードである。宫崎らの紹介を経て、犬養は康有為、孫文のような亡
命のために来日した中国人と知り、日中間の政治活動に深くかかわるようになった。しかし、中国と縁
が深い犬養が中国の大陸に足を運んたことについては、今までの研究はまた不充分である。実際に犬養
の中国遊歴は四回もあるが、先行研究は辛亥革命時期の第三回（1911）、南京移霊祭参加の第四回（1929）
に集中しており、対照的に第一回（1903）と第二回（1907-1908）の中国遊歴はそれほど取り上げられな
かった。
　この第一回と第二回の中国遊歴は犬養と孫文、康有為ら中国亡命者と接触した以後、辛亥革命以前の
時期のことである。この二回の遊歴に関しては、当時の新聞記事以外、鷲尾義直、鵜崎熊吉が整理した
犬養の伝記6）に明確な記録と吉岡達夫の「犬養毅　―血の日曜日―」7）に約二行の記載があるが、資
料と評論がかなり限られている。そのため、当時の犬養の中国認識についての学術的な研究も盲点とな
っている。鵜崎熊吉の記録によると、犬養は知人と同行し、二回の旅行を通して、朝鮮から上陸し、南
の上海、南京から、北のロシア辺境まで当時中国の主要な都市を訪問した。彼の目的は現地考察と旅行
だといわれた。また「報知新聞」、「東京朝日新聞」の記事により、彼はそこで中国人の官吏、日本駐在
の官員・会社関者・日本人留学生と頻繁に接触したこともわかる。1903年は日露戦争直前、1908年は清
朝が欽定憲法大綱を発布した年、何れも日本と大陸の外交に大きな転回を示している時期であった。当
時の犬養も積極的に日本の外交実情を触れ、自分が関心を持っている中国の土地で奔走していたに違い
 1） 時任英人『明治期の犬養毅』（芙蓉書房, 1996年）。
 2） 小林惟司『犬養毅 : 党派に殉ぜず、国家に殉ず』（ミネルヴァ書房, 2009年）。
 3） 野村浩一「犬養毅と辛亥革命」（『中央公論』第80巻第 1号, 1965年 1 月）。
 4） 徐勇「辛亥革命時期の犬養毅と孫中山」（『環日本海論叢』15号, 1999年 2 月）。
 5） 黄自進「犬養毅と中国」（慶應義塾大学法学博士学位論文:平成元年度後期 甲第979号, 1989年）。
 6） 鷲尾義直編『犬養木堂伝』（中）（原書房, 1968年）。
  犬養毅　鵜崎熊吉『犬養の世界―「官」のアジア共同論者』（書肆心水, 2007年）。
 7） 吉岡達夫『犬養毅―血の日曜日』（人物往来社, 1968）。
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ない。そして、長年の漢学素養を持つ彼はやがて儒学の発祥地である中国の実像を見ることができ、中
国人の「今」を感じ、それに基づきの思考は後ほど彼の演説8）や1909年に新聞雑誌に掲載された評論著
説9）となった。中には彼が中国革命党に対する思いだけではなく、張之洞、那桐、袁世凱などの当時の
清朝官吏も多く取り上げられた。それは第一回、第二回の訪中時期に清朝官吏との交際による考察であ
ると思われる。従って、この二回の中国遊歴を徹底的に調べないと、犬養の中国観における変化・発展
の全貌を把握することができないと思われる。
　また、従来の先行研究では、犬養毅の中国認識或いは中国対策を論じると、孫文ら革命党関係の研究
を第一位におくことにより、視野が限られていると思われる。特に辛亥革命時期の犬養が中国の政治に
対する姿勢は孫文の革命事業と共和国の成立に支持か、日本政府の中国立憲工作に支持かという二択問
題のような判断になる。例えば、児野道子10）と黄自進の論文は犬養が革命爆発後、孫文を康有為・梁啓
超や岑春煊に寄せ付け、ひとつの政党を作ろうとしたことに触れたが、最後の結論はまた革命時期の犬
養は日本政府（外務省）の立憲方針と一致したことを指摘するに止まった。犬養はどのように孫文らの
革命事業を理解しているのか、どうやって岑春煊のような革命党以外の中国人のことをしったのか、ど
の方法でどれぐらいの中国の内政事情を把握していたのかには言及しなかった。
　　多くの伝記評論から見ると、犬養は一人の人間として自分の意思を貫く、強い性格をもつ人物であ
ることが分かる。そして、犬養は単なる孫文の支持派や日本外務省の支持派ではなく、日本人の政治家
としての自分の一貫する原則性と時期に応える柔軟性をもっている。彼の一時的な策略をそれぞれの立
場の政治路線に当てはまると、犬養の政治主張にある連続性が見えなくなる。そして、犬養と中国大陸
の初対面の実情を研究しないかぎり彼の中国に関する思想の分析に断層をつくってしまう。
　本論は犬養木堂記念館館内所蔵の資料から、伝記や回想録、日本・中国の新聞記事を使い、犬養の第
一回と第二回の中国遊歴の足跡を整理し、事実を還元したうえ、犬養と中国の関わりの史実の一筆を補
足したい。
二、1903年と1907-1908年の犬養の中国旅行の実情：
　犬養毅の1903年と1907－08年の中国旅行はいずれも同時に『東京朝日新聞』、『報知新聞』で連続的に
報道され、詳しい日程と主なイベントがわかるような事実であった。1903年の清韓の旅から帰国後、犬
養は『報知新聞』の記者に清朝と韓国における日本人の活動について意見を述べ、そして憲政本党の慰
労宴で大隈重信ら70余名党員の前に視察談を披露した。その両方とも活字になり、記録に残された。1907
 8） 1903年11月14日憲政本党が帰国した犬養毅、大石正巳のため開いた慰労宴で犬養が大陸事情についての演説、参照
『犬養木堂伝』732-734頁。
 9） 犬養毅が1909年清国の政治事情と人物について各新聞雑誌に掲載された文章は後に彼の政論集『木堂政論集』（1913
年）にまとめ、「清国雑感」というタイトルで統一された。参照『木堂政論集』199-219頁。
10） 児野道子「孫文を繞る日本人―犬養毅の対中国認識」（平野健一郎『近代日本とアジア　文化の交流と摩擦』東京
大学出版会, 125-171頁, 1984年）。
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年年末から1908年の初めまで70日あまりの中国旅行について、当時同行した通訳の真島11）により『丁未
戊申清国漫遊日記』という旅行記録が残された。旅行途中、明治四十年12月21日に夫人の犬養千代子氏
宛の手紙12）や、　四十一年帰国直後に同行者の柏木文太郎宛の手紙13）にも旅に関する情報がみられる。14）
　『木堂雑誌』で連載された「木堂先生と東亜問題」15）と題した犬養の知人の対談では、萱野長知と柏原
文太郎が犬養の前二回の中国旅行についても語った。以上の記録と犬養著の『木堂政論集』にまとめら
れた「清国雑感」の評論文章を含め、この二回の中国旅行を研究するには第一手の資料である。
　この二回の中国旅行について、鷲尾義直が編纂した『犬養木堂伝』に「渡支四回」16）の一節では当時の
新聞記事を引用、整理した。そして鵜崎熊吉著の伝記にも補足的な説明が見られる。
　以下は二回の旅行の詳しい実情と当時の歴史的な背景について述べていきたい。
1 ．1903年の清韓遊歴：
　『東京朝日新聞』の記述によれば、明治三十六年（1903年）9月18日に犬養毅と大石正巳が大陸に向か
い旅に出発、 9月29日に朝鮮の仁川に着、10月 2 日に開城を視察、10月14日に中国に入り、10月17日に
北京に着、北京滞在間に慶親王奕䎬、張之洞、粛親王善耆など清朝の有力者を訪問、24日に哈爾賓（ハ
ルビン）に向かい、10月25日に当時直隷総督であった袁世凱に会見、その後、旅順―ダルニーを経て
南下、武昌、上海までいき、11月 7 日に帰国した。二人の漫遊は前後約50日、中国の北方と遼東半島の
一部を視察し、中露辺境までも行った。
　1903年、犬養は 8月に行われた第七回選挙に当選した。慶応の先輩である矢野文雄から大隈重信に推
薦され、統計院権少書記官に任ぜられたことをきっかけに政治界に入りから22年も過ぎ、政党政治の前
線で活躍していた犬養は当時大隈の有力な参謀として注目されていた。同行者で当時の憲政本党の実力
者であった大石正巳（1855-1935）は犬養とは明治十三年の『東海経済新報』時代からの付き合いであ
り、後藤象二郎の「大同団結」のスローガンのもとでともに努力していたこともあった。1903年 9 月-10
月は東京で日露交渉の時期にあたり、後の日露戦争の直前であった。ロシアの満州撤兵拒否により事態
が粘着し、一方、日本に対露強硬の声も強くなっていき、犬養・大石が出発した時は日本とロシアの関
係が緊張の最中だった。当時この二人の清韓遊歴は新聞記者に当然注目された。11月 1 日に発行した雑
誌『太陽』はこのように論じた：「大石犬養両氏の清韓漫遊は時節柄頗る人の耳目を聳かさしめたり。而
も大石氏は此の漫遊を以て単に銃獵の為めなりといひ、犬養氏も亦普通の漫遊にして政治的意味を含め
11） 『木堂雑誌』と伝記には通訳の名前が「間島」であったが、犬養木堂記念館館内所蔵している『丁未戊申清国漫遊日
記』原稿には本人手書きの「真島」であるため、その原稿に従い「真島」に統一する。また、柏原文太郎の回顧に
よって、通訳の名前は「間島四郎」だった。
12） 「漢口より」と題して手紙は鷲尾義直編の『犬養木堂書簡集』（人文閣　1940年12月88頁）に収録されている。原件
は『木堂家信』の中に「日露戦後遊歴」という巻物がいる。　
13） 「支那の官員録」と題して手紙は鷲尾義直編の『犬養木堂書簡集』（人文閣　1940年12月87頁）に収録されている。
14） 以上の史料の収集に犬養木堂記念館研究員石川由希と復旦大学新聞学院PDの史洪智の協力を得たことに感謝する。
15） 『木堂雑誌』第12巻「木堂先生と東亜問題（五）」を参考。
16） 鷲尾義直　編『犬養木堂伝』（中）（原書房, 1968年）728-735頁。
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るものに非ず、と客に語れり。ナンポ銃獵の季節なればとて、憲政本党の現状は決して此の二領袖を遥々
清韓くんだりへ漫遊せしむるの余裕あらんや。サリとて今頃遥かに清韓視察と出掛くるも気が利いたや
うで間が抜けたやうなる趣なきにあらず。知らず其の帰来の日齎らし来る土産は何物だ。」17）旅行の目的
について、二人は「普通の旅行」と言い出したが、出掛ける時期から、帰国後の犬養の詳細な視察談な
どから考えと、「単なる旅行」ではないことがわかる。
　11月14日の『報知新聞』で刊行された犬養の視察感想と同日午後芝紅葉館で行われた憲政本党の慰労
宴での演説の内容からみると、犬養にとって清韓遊歴の目的は：①、日本の大陸進出の状況を知り、日
露関係の行方を探るため、②、清国留学生制度の制限について張之洞との交渉であった。朝鮮や北清に
おける日本人の殖民進出に対し、犬養は当時の日本人が勢力を持ち、「意気冲天」だが、「其の割合に実
利上の進歩を見ず」、外国人に大資本を投じて実益を吸収され、「実益を収むる能はざる」と批評した。
彼の哈爾賓見聞18）からみると、ロシアの進出の勢いはもはや阻止できない、清朝大官が軟弱な態度ある
いは観望の姿勢をとっているかぎり、日本は進退とも「国の全力を集注してかからねばならぬ」泥沼に
置かされている、開戦か非開戦かの「単純なる話にては到底駄目なり」のような状況だった。清国留学
生制度について、犬養は中国人の日本留学を日中連帯の一環としてかなり重視していた。ところが張之
洞が革命児が発生することを恐れ、官費生以外の自由留学を制限する協約を内田公使と結んだ。犬養は
それに反対し、張と会見して交渉を求めたが、結局張に同意を貰えなかった。横浜の大同学校の樹立や
東亜同文書院の成立など、日中両国の留学事業に深くかかわった犬養にとっては非常に残念な結果であ
った。彼は「張之洞氏亦老いたり」と慨嘆した。
　また、鵜崎熊吉が整理した伝記19）ではこの旅について次のように述べた：
「氏が最初の支那行は明治三十五年（原文のまま）であった。そのときは大石（大石正巳）もいっし
ょで、北京を中心として専ら北方を視察し、哈爾賓（ハルビン）まで行った。当時氏は日本の国防
状態から見て露国との戦争に反対し、大石も同意見であったが、彼は支那から帰ると戦争賛成家変
わった。旅行中犬養氏は陸宋輿（陸宗輿の誤植、原文のままを従えて引用）を連れて歩いたが、行
く先々で支那人が露国人に侮蔑虐待されているのを見て陸は憤慨し、北京に帰って粛親王にその実
状を報告した。陸は日露戦争後公使になって日本に来たり、支那に帰ってからも北京政府に重用さ
れた。」
同行した大石にも、日露関係を重視した傾向が見られる。大石・犬養の北京遊歴に関しては、同行者・
17） 『木堂犬養伝』（中）（原書房, 1968年）728頁。
18） 清朝官吏の態度について、『犬養木堂伝』（中）（原書房, 1968年）の733頁では以下のように述べた：
「…右の考へにて支那の大官が如何なる考を有し居るかと聞に、概して多年の困難に刺激され、其将来に痛心し
居れることは一なれども、見様は同じからず、或は長城以外は結局の所露国のものとなるべしと思へるものあ
り、此連中に対して、然らば長城以内は確かなりやと反問せしに、其答は長城以内は各国共に干渉する故大丈
夫…斯様に考へて居るものある様子なり　或は東三省の地露国のものにあらずんば即ち日本、何れか一方の有
となるゆえ寧ろ其成行に放置し置くべしと称するものあり。」
19） 犬養毅　鵜崎熊吉『犬養の世界―「官」のアジア共同論者』63頁。
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大阪朝日新聞記者牧野放浪の『放浪書翰集』に記載されている20）。
2 ．1907-08年の中国旅行
　1907-08年の中国旅行について、通訳を担当した真島は『丁未戊申清国漫遊日記』で詳細に日程と行先
を記載した。真島の記録によると、旅は明治40年11月15日から始まり、41年 1 月22日に終了、東京―
神戸―大連旅順―奉天―長春―哈爾賓―鉄嶺―山海関―北京―漢口武昌（大冶）―
長沙―南京―上海―長崎という順路だった。真島の日記に挟んだ犬養のメモには「消日約七十消
銭約四千同行者柏原東䛒（柏原文太郎）通訳真島生　木堂識」と記述されている。詳細からみると、こ
の旅は前回と違い、日本人の官吏や商社から招待を受け、清朝の大官と交友し、琉璃厂・岳陽楼・岳麓・
南京夫子廟など中国の名所を遊歴し、よく一晩に二回の歓迎会に迎えられるほど楽しい旅であった。そ
れについて柏原は「あの時は官吏からも待遇をされ、日本の各会社からも待遇されましたけれども、非
常に好い待遇ではなかつたんですけれども、見て来ようという地點は、いゝ所を見て来て居ります。」と
回想した21）。
　旅の前、『東京朝日新聞』明治40年11月14日号第四版の「犬養氏の渡清」で、犬養は旅の目的について
語った。主には利権回収の声に巡る満州の状況や、新政期の「改良拡張」の中国の様子に関心を持ち、
「両國の交誼を害し遂には相互感情衝突の末両國の間再び意外の不幸事を見る事なしどす可らず」と懸念
し、41年の内地予算の考察も含めて、中国に旅に出た。出発後、犬養一行は駐在公使・領事、満鉄会社、
正金銀行、日本人会、同文書院などから招待をうけたり、日本人が運営していた発電所・製鉄所そして
中国の新式学堂などを参観したり、留日学生・留清学生と歓談したり、旅を満喫していた。交流があっ
た清朝官吏には奉天巡撫唐紹儀・慶親王・張之洞・粛親王・陸軍尚書鉄良・農工商部尚書溥䧸・学部尚
書栄慶・郵伝部尚書陳壁・軍機大臣世續・汪大燮・湖廣總督趙爾巽・湖南巡撫岑春萱（岑春煊の誤植、
原文のまま）・熊希齢・端方・那桐などの名前が記載されている。漢学素養が高い犬養は南京で端方の誘
いをうけ、夜10時まで端の秘蔵の古銅器と書画を見ていたというエピソードもあったように、第二回の
中国旅行で端方などの清朝官吏との関係は友好であったことが分かる。
　『東京朝日新聞』明治41年 1 月18日第四版の「犬養代議士の感想」では、以下のように帰国後犬養の感
想が述べられている：
「犬養代議士は當地に於て或訪客に語つて曰く余は今回の旅行に於て到る處清國官吏より極めて懇切
なる待遇を受けたり殊に両江總督端方氏の如きは實に前例なき取扱振を以て親密の意を示されたり
是實に清国の官吏が日本に對して悪感情を抱き居らざる証據なり又湖廣總督趙爾巽氏は其他の高官
も皆極めて親密なる感情を表示したり此等の事實は清國の官民が日本國民に對して相當の尊敬を拂
ひつヽ友愛の情を有して居る証據なりと解釋せらる余は日本國民が善く此関係を認識せんとを希望
す云う々。」
清朝の官吏との親交は犬養の二回目の中国旅行の一大の収穫であった。旅の見聞に影響され、清朝の新
20） 『木堂犬養伝』（中）（原書房, 1968年）734頁。
21） 『木堂雑誌』第12巻「木堂先生と東亜問題（五）」 3頁。
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政と日中関係の発展について、帰国直後の犬養は楽観的だった。
　しかし、当時憲政本党の党内抗争は激しかった。この旅を隙に、改革派の活動が進み、犬養が帰国後
「隠然非改革派の首領に推され」22）、同年大隈邸の領袖会では大石らと激論することになった。その後、犬
養は第二回の中国旅行について「支那に赴きしが一大失策にて其不在中に改革派の活動の歩武を進め、
終に桂一派に党を奪はるゝ計画が成就したのである」23）と後悔の念を述べた。
三、旅による観察と犬養の中国認識における変化：
　犬養は中国事情に関わって以来、常に日中間の時勢の動態に関心を持ち、情報収集に注意をしていた。
前述のように、犬養は1898年に大隈重信に大陸に事情調査の工作員を派遣するを献策し、それをきっか
けで宮崎滔天・平山周・頭山満などのアジア主義者と知り合いになり、そのもとで、日中の連帯を推進
するため、東亜同文会を成立させるために努力した24）。
　また、周知の通り、彼は孫文の革命事業を支援し、康有為・梁啓超ら維新派の世話もした。そのため、
犬養も中国人の間名前が知られるようになった。萱野長知の回想ではこのような事実が披露される：
「私は最初犬養先生を知らなかつた。三十一年頃（明治）でせう、支那人の徐勤、張壽波、何樹齢、
かういふ連中から、廣東で初めて犬養先生の聲望を聞いた、その前に犬養先生の名前は知つて居つ
たけれども、対支関係のことは知らなかつた。ところが廣東から澳門の『知新報』へ時々行つて居
る間に、支那人の評判で犬養先生の名聲を聞いた。」25）
　以上のように、政党経営の一政治家の顔以外、犬養は中国専門家の顔ももっていた。1903年と1907-
1908年の中国遊歴を介して、彼が中国に対する認識が更に深化した。その認識の変化は1908-09年新聞雑
誌で掲載された評論で集中的に表された26）。例えば、「清国の革命党」では、彼は孫文の共和主張と人格
魅力を紹介し、孫文中心の革命党の政治主張と単なる反満勢力の違いを分析した、そして、康有為は立
憲党である革命党にあらざることを強調した。当時彼は革命党の将来について近頃に成功することが不
可能だが、清国政府が「無暗に彼等を窘窮すれば益々其反感を招き其の主張を強め将来由々しき大事に
至るなきを保せぬ」27）と革命党が清朝に危機を与える可能性を見抜いた。そして、この文章から、辛亥革
命前、犬養は康有為に大いに期待したことも分かる。彼は康有為を「現代清国一流の人傑に推し」28）、清
朝の新政に際して、立憲主義の政綱を以って康有為・梁啓超の党派は一大政党になる、彼らの時代がや
ってくると信じていた。
22） 犬養毅　鵜崎熊吉『犬養の世界―「官」のアジア共同論者』（書肆心水, 2007）115頁, 年譜を参照。
23） 『犬養木堂伝』（中）（原書房, 1968年）735頁。
24） 『木堂雑誌』第12巻「木堂先生と東亜問題（三）」を参照。犬養は松隈内閣時の外務省の機密費を使い東亜同文会の
成立に努力した。松隈内閣が解散後、桂を説得し、外務省からの資金の継続ができた。
25） 『木堂雑誌』「木堂先生と東亜問題（四）」 6頁。
26） 犬養毅『木堂政論集』（文会堂書店, 1913年）199-219頁, 「清国雑感」。
27） 『木堂政論集』（文会堂書店, 1913年）203頁。
28） 同書205頁。
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　「政党の発達と其系統」の内容は犬養が憲政施行後の清国の政党組織が先ず日本の政党を模倣すること
を想定した上の推測である。犬養は「親王聯合を基礎として尚ほ鉄良一派の満州人を加へ、張之洞を其
盟主に推したる親王聯合系」と「慶親王袁世凱を中心とせる袁慶派」29）に分かれると推測した。この文章
で犬養は張之洞没後の後任は鉄良にあたる、那桐が軍機大臣になると軍機大臣の満漢の比率がアンバラ
ンスになり、満清にとっては不利な人事になると論じた。その中、彼の袁世凱についての評論は非常に
鋭い。犬養から見れば、袁世凱は「決して尋常の才子にあらず、遠大の計あり、経世の眼ある」、直隷総
督になってから態度が一変した袁世凱は「鋒鋩を包み、圭角を磨し」「圓熟渾成実に立派なものとなっ
た」30）。「袁の退隠は勢力圏の移動に依りて彼の派は政権の中心を遠ざかったからである」31）、袁の将来は
「憲政実施の暁に民党の勢力をば代表して活動する時期が来るか来ぬかと云ふ位に止まる」32）と犬養は推
測した。辛亥革命以前から、犬養は袁の能力を高く評价していた。
　「清国の四国借欵問題」一篇では、犬養は日本外交の失敗が外交官の一定しない態度による悪果だと批
評し、「趙爾巽＋熊希齢」の東北人事は日本にとって手強い相手になることを指摘した。「清国の政治家
は到底日本の外交官と胸襟を開いて相談は出来ぬと云ふの常である。と云ふのが日本の外交官は極打ち
解けた折の話でも場合に依ってスグ言質するからだと云ふことである。恁んなことでは到底巧妙なる外
交が出来る筈がない。」33）彼は「恁んな国に対しては又相応に手心を用ふることが必要である」34）と外交
の真義と唱えた。
　これらの文章を見れば分かるように、清朝官吏や中国時勢に関する犬養の見解には明らかに二回の中
国遊歴の経験の影響が大きかった。それまでの犬養の中国時勢に対する考えは日清戦争以来中国政治の
腐敗に対する批評、軽視の感情も含んでいたが、彼は漢学の典籍から中国の歴史教訓を例とし、日本が
中国に深入りするとかえって不利を招致すると論じ、中国主権保存の論を主張してきた。そして、中国
の落後に衝撃を受けた犬養は日中両国の提携連帯の必要性を感じた。犬養は日本の指導によって中国は
近代改革の道に導かれ、日中同盟を以って西洋のアジア進出に対抗することができると唱えた。そのた
め、彼は革命派の孫文・維新派の康有為・梁啓超らを支援し、清国留学生の事業にも力を添え、外部の
助力として中国の近代化改革に期待した。中国に旅行してから、犬養は日本の大陸進出の実状と当地に
おける外交問題などの現実に注目し、中国の本土における日本の政治力に批評と期待をよせた。1903年
の清韓遊歴を経て、犬養は清朝官吏の対ロシアの無作為に刺激をうけ、清国改革の必要さを更に痛感し
た。而して、1907-1908の中国旅行で新政実行の雰囲気、日本人顧問が得た好評、立憲派の清朝官吏との
友好な交流が「日中提携」を念願していた犬養を期待させたのも理解できる。その期待は1908年10月11
日の『神州日報』に刊行された犬養の論説の中国語訳「論説：中国将来之大勢」で一番明白に見える。
その論説で、犬養は新政により若手の中国官吏が多く任命されたことを高く評価し、日本人の博士によ
29） 同書207頁。
30） 同書216頁。
31） 同書209頁。
32） 同書212頁。
33） 『木堂政論集』（文会堂書店, 1913年）218頁。
34） 同書219頁。
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り起草された憲法を賞賛し、「其最为急务者，则将希望商工业之发墄」と商工業の発展は要務と提示し
た。これは彼が一貫していた「産業立国」の主旨と同調したものである。最後はまた「故中国若得完全，
其制度、法律、交通、兵力诸事，则修好隣国者在此。维持东方平和者亦在此。其前途之幸福，盖实无以
过之也」と日中提携、列強拒否の主旨を強調した。
　当時の犬養が長期的に孫文の革命事業を支援し、革命党の蜂起のため、武器の調達と資金の準備に苦
心したことがよくあった。そして孫文らとともに何回も失敗を経験した。其の中1899年の布引丸事件は
一番苦い思い出だった。この時期の犬養は武装蜂起の効果にあまり期待しなかったと推測できる。清朝
新政の新気象を見て、犬養は一時立憲に期待を寄せたのも理解できる。だが、新政の関目である立憲制
度の成立は難航していた。その時、康有為の弟子・梁啓超は「政聞社」を成立、立憲派の活動で活躍し
ていた。それを見て、犬養の孫・康提携の構想がもう一度芽生えたと黄自進が論じた。
　辛亥革命爆発後、日本側の中国の政権の行方に対する態度は複雑であった。外務省・陸軍・財団各グ
ループは各自の立場から中国での利権を考え、中国の各政治力にアプローチをした。例えば、犬養は中
国に出発前、内閣の意見を聞きにこういうエピソードの記載もあった：
「時の政府は第二次西園寺内閣で内田康哉が外務大臣であった。氏は渡支に先だち大体政府の方針を
知る必要があったので西園寺に会うと、公は今度の革命で帝政は壊れるかも知れぬが、他国のこと
だから介意しないという意見であった。そうすると内田が人を介して出発前に是非面談したいと申
し込んだので、外相官邸で内田に会うと、隣国の帝政が破れては大変だから、帝国としては対岸の
火災視しておることが出来ぬといった。これは支那が共和政治になれば我国体観念に影響を及ぼし
はせぬかということを元老、殊に山県などが恐れて容喙した結果としか思われなかった…そこで氏
は開き直り、「それでは支那の政体に干渉するのか、干渉する以上は武力干渉までやるのか」と突っ
込むと内田は、「或いはそうなるかも知れぬ」という。それならば貴下と私とは考えが正反対であ
る。貴下は貴下の信ずるところをやれ、自分は自分の信ずるところを行う。又、私のやることは帝
国に取って当然のことと考えるから、支那に行って無遠慮にやるぞ。縛るなら縛れと激語を遺して
別れた。」35）
また、陸軍の宇都宮太郎は三菱財団からの準備金を使い、孫文支持の池亨吉に一万円を提供した。その
時宇都宮太郎が松井石根・池亨吉と契約した内容から陸軍の宇都宮の態度が伺える：
「一、支那に新たなる邦国現出する、日本帝国の国体を擁護する為め可成之を立君国と為すことに努
力する。
二、右新国を欧米列国就中独米の手より引離し、専ら我に信頼せしむることに努力すること」36）
一ヶ月後、犬養は宇都宮と会食した晩、康有為と孫文を連帯する工作の意を披露した37）。宇都宮はまたそ
35） 犬養毅　鵜崎熊吉『犬養の世界―「官」のアジア共同論者』（書肆心水, 2007）64-65頁。
36） 『日本陸軍とアジア政策　陸軍大将宇都宮太郎日記』 1巻　十一月二十七日の日記（岩波書店2007年, 502頁）。
37） 『日本陸軍とアジア政策　陸軍大将宇都宮太郎日記』 1巻（岩波書店2007年, 508頁）の十二月十三日の日記では、以
下のように記述している：
「此夜、約に依り犬養毅来宅、晩餐を共にし時局を談す。同人は康有為、岑春喧等と通謀、為すあらんとして来
る　十七日出発渡清の筈。論旨は左まで感心せざるも、他日何等かに利用すべき時節あるべきを思ひ、例の準
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の準備金から一万円を犬養に提供した。黄自進は革命勃発期の犬養の考えが親日政権を立たせるが第一
義とし、その政権の性質は共和か立憲かが彼にとって無関心なことだと指摘した。以上の資料からみる
と、中国革命の行き先に日本側は様々な意見が生み出し、各政治力が自分のアプローチで中国の革命に
介入しようと試したが、結果としては不一致な外交行動になったと思われる。だが、犬養にとって確定
であったのは孫・康の連合と反袁世凱政権の樹立である。彼は当時革命党の共和国理想が非現実的だと
指摘した。犬養の考えでは、彼と親しい康有為、孫文を連合し、袁世凱の政敵である岑春煊と一大党に
なり、袁勢力の称覇を食い止めるべきであった。しかし、現実は彼の思いと裏腹に、孫文が南北の統一
のため、袁に大統領の座を譲ることになった。
四、おわりに
　以上から見ると、辛亥革命前の二回の中国遊歴により、犬養は中国の実情を見ることが出来た。1903
年の旅により彼は大陸における列強進出の実像に触れ、清朝政府の無作為と中国大陸における日本の政
治勢力の虚しさに不満を感じ、中国本土に日本の政治・経済力の発展に積極的な姿勢が見られる。そし
て1907-08年の旅行により、犬養は清朝の官吏と交流をでき、当時中国の政治勢力に対する認識を深め
た。第二回の旅行の見聞に影響され、犬養は清朝の新政に期待を寄せた。それは後彼が辛亥革命時期に
親交の康有為と孫文を連合し、立憲政権を樹立する考えに結びついた。常に革命党の支持者である犬養
が旅に影響され、立憲に期待したことが一つ認識上の転換に見えるが、それは彼の一貫した日中連帯・
中国改革の理想線路に沿った発想だとしても考えられる。また、今後の課題として、犬養と清朝諸官吏
との交流について、中国側の資料の補足が必要である。
備金より一万円を贈与す（彼れは三田平一郎の変名を用たり）。」
